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ＳＩＧグループは、企業価値の持続的な向上を実現するため、サステナビリティを経営上の重要課題の一つと

位置づけ、当社グループが特定したマテリアリティ（重要課題）に沿った取り組みを推進しています。これら

の取り組みを通じて、中長期的な視点に立った経営基盤の強化と社会的価値の創出の両立を目指しています。

「ＳＩＧグループ サステナビリティレポート 2026」は、当社グループのサステナビリティに対する基本的な考

え方及びマテリアリティに基づく具体的な取り組みとその進捗について、ステークホルダーの皆さまに適切に

わかりやすくご報告することを目的としています。

本レポートの対象範囲は株式会社ＳＩＧグループ及び連結子会社とし、2025 年度（2025 年 4 月 1 日～ 2026

年 3 月 31 日）における活動内容及び成果を中心に記載しています。

本レポートを継続的に開示することで、当社グループのサステナビリティに関する取り組みについての透明性

を高めるとともに、説明責任の強化を図ってまいります。

ＳＩＧグループは、今後も事業活動を通じて社会的課題の解決に取り組むとともに、サステナビリティに関す

る取り組みを適切に開示し、その実効性の向上に努めながら持続可能な社会の実現と企業価値の向上に努めて

まいります。
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私たちは創業以来 35 年以上、システム開発やインフラ・

セキュリティサービスを行ってきました。IT・AI などの技

術発展により社会はさらに便利になっていますが、まだま

だ産業の中に埋もれている課題や地域固有の課題など、IT

の力で解決できる課題があふれています。

これらの社会課題から生まれるニーズ・可能性を起点とし、

グループミッションを基礎とした IT イノベーションによる

サステナブルな社会の実現を目指します。

私たちは社会課題を「経営環境に大きな変化をもたらす要因」として「事業機会」と「リスク」の両面で捉え、

3 つの重要課題を定めました。

私たちはこれまで培ってきたノウハウを基盤に、先端領域への取り組みを

一層強化し、社会や産業のデジタルトランスフォーメーションを支える存

在であり続けたいと考えています。

官公庁や教育機関をはじめ、通

信、金融など社会インフラを支

える情報システムの構築に携わ

っています。

産官学の連携により、新しい価

値の創造へ貢献します。

取締役会をはじめ、サステナビ

リティ委員会及びコンプライア

ンス・リスク委員会にて適切に

監視・管理・検討を実施。

また研修を通じたコンプライア

ンスの徹底など、企業として遵

守すべき倫理と規範を持ち続け

るために、常に取り組みを行っ

ています。

全国的な拠点展開という強みを

活かして多種多様な人材を採用。

全社規模で先端技術に取り組む

組 織「 ITAC / CAIC 」を 活 用 し、

幅広いニーズへ対応可能な人材

の育成に取り組んでいます。

また、部門横断組織「サステナ

ビ リ テ ィ 推 進 チ ー ム」に よ り、

さまざまな価値観をもつ従業員

の ES 向上にもつなげています。

急速に進化するデジタル技術は、社会課題の解決に大きな可能性をもたらす一方で、新たなリスクや課

題も生み出しています。私たちはこれらを事業機会として捉え、官公庁や教育機関をはじめとする多様

なパートナーとの共創を通じて、新たな価値の創出と持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

その実現を支えるのは「人」です。働き方改革を推進し、多様な価値観や幅広い年齢層の人材が活躍で

きる組織づくりを進めるとともに、先端技術分野を中心とした人材育成を強化することで、持続的な企

業成長と社会価値の創出を目指します。
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マルチステークホルダーとの共創と、多様な人材の育成によって

ITイノベーションを実現し、持続可能な社会の実現と業績の拡大

によって社員の幸福を目指す
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GovernanceGovernance

DX InnovationDX Innovation

HR ManagementHR Management

マルチステークホルダーとの共創と
SI ノウハウを用いたDXイノベーション

社会的倫理や規範を遵守した企業統治

課題解決型人材の育成と
人的資本マネジメントの強化

マルチステークホルダーとの共創と、多様な人材の育成によって IT イノベーションを実現し、
持続可能な社会の実現と業績の拡大によって社員の幸福を目指します。

GROUP MISSION

長時間　　　 や
人手　　　 の　  消

労働
不足 解

人材　　　 の
困　  化

確保
難

医療や教育などの
地域　　　 の　  消格差 解

多様な価値観の広がり
による　　　 率の　  加離職 増

　  エネ
　  エネの　  進
省
再 促

セキュリティ
　　　の需要　  加対策 増
課題解決型　　人材の
重要性の　  まり

IT
高

クライアントの調達条件である
　　　　 　  の　  須化環境対策 必

サイバー攻撃による
セキュリティ　　　　 の　  加リスク 増
情報　　　 の　  険性漏洩 危

人口動態の変化

少子高齢化による人材不足

生産年齢人口の減少
平均寿命の延伸少子高齢化社会

社会の変化

ダイバーシティ /地域格差の拡大

価値観の多様化 地域の過疎化
人権尊重の高まり グローバル化

働き方改革の促進

気候変動

自然災害・環境問題の深刻化

生物多様性の損失 資源枯渇
自然災害の増加 地域温暖化

海洋・水質・土壌の汚染

技術革新

技術革新による
セキュリティリスクの拡大

インターネットの普及
IoT・AI の進化

Chance
& Risk チャンスとリスク

Mission 環境変化と社会課題

課題解決型人材の需要増加

Risk !

Risk !

Risk !

Risk !
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創業より課題意識を持っていた「日本の生産性の低さ」などの社会課題
に対し、私たちが得意とする産官学の連携、地域拠点の展開を活かして
DX イノベーションを実現します。

IT 人材の不足が叫ばれる中、未経験人材や外国人労働者を積極的に採用・
育成し、働きやすい環境を整備することで IT 課題の解決を目指します。

リスクを把握し、いち早く予防することでステークホルダーとの良好な
関係を構築します。

社
会
︵
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
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ー
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む
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に
お
け
る
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要
度
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Pick Up

 ※NICTER: 国立研究開発法人情報通信研究機構の運用する
　大規模サイバー攻撃観測網
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また、育児休業制度や育児短時間勤務制度、子の看護等休暇制度などを設けています。
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具体的には、ペーパーレス化や業務のデジタル化、省
エネルギーへの配慮など、日常業務の中でできること
を着実に進めています。無理なく継続できる形で取り
組むことを重視しています。

急激な数値目標を掲げるよりも、データを整備
し、改善の余地を見極めながら段階的に進めて
いきたいと考えています。
また、グループ全体での可視化も今後の課題で
す。
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